


































して， MHS2には M6C系炭化物のみが若干観察され， MC系炭化物は認められなかった．な
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観察されなかった．疲労強度は短寿命域において， SKH51の方が MHS2よりも高強度である
が，長寿命域においては逆に MHS2の方が高強度である．長寿命域において MHS2に炭化物
を起点とする内部破壊を生じなかった理由は，炭化物周囲に微細炭化物が存在しないことか
ら， GB F領域を形成することができなかったためであると考えることができる．
4. まとめと今後の課題
内部疲労破壊を抑制し，かっ超高サイクル域において高疲労強度特性を有する高速度工具
鋼を開発した．高サイクルから超高サイクル域に渡って表面破壊のみを生ずる本合金は機
械・構造部材の保守・点検における信頼性を確保することができ，有用な機械用材料として
利用の拡大が期待される．この表面破壊のみを生ずる新合金に対しては 適切な表面改質処
理などによって更に疲労強度を向上させることが可能であろうと考えられ，今後の課題であ
る．
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